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小 山 高 正 (お茶の水女子大･家政)
安 藤 明 人 (阪大 ･人間科学)
渡 辺 義 雄 (阪大･人間科学)
岡山県阿哲郡大佐町及びその周辺に生息する野
生ニホンザルの実態を把撞するために調査を行な
った｡周辺城では.1980年までに聞き込みなどに
よって少なくとも4群の存在が推定されていた｡
本年度は大佐町惣ケ原及び新殿を中心に調査を行
なった｡
惣ケ原付近ではつづら畑を中心に6日間.新殿
付近では勝山町富原を中心に23日間サルの群れを
観察できた｡その結果,つづら畑群 (Ts耶)に
ついては遊動城の広さが約8kJと推定され.また
群れの個体数は最高60頭を数えて.成体堆6頭.
成体雌17頭,末成体16頭の計39頭が確認でき
た｡
富原群 (To群)については遊動城の広さは 約
15kJと推定され.群れの個体数は放拓37頭を数
えて成体雄6頭.成体雌15頭.末成体15頭 が確
認できた｡To群は推定で50頭はいると凪われる｡
また,To群調査中にTo群と行動域の韮祝する新
殿群 (N群)の個体数を数えることができた｡N
群は成体雄5頭.成体雌18頭.末成体46頭を数
えることができ.行動城の広さは約7kJlと推定さ
れた｡
以上から.個体密度などについて以上の3群と
餌付け当初の勝山群とを比較すると.To群が他
の群れに比べて個体密度の低いことが明らかにな
った｡その原因の一つとして.To群の行動域内
では他の地域に比べてスギ,ヒノキの植林が多い
ことが考えられる｡
大佐町及びその周辺には.上記3群の他にTs
群の北東の2群,N群の南の1群の存在が確認さ
れ.あわせて6群のいることが明らかになった｡
そして,これらの群れのいくつかは人工林の拡大.
ダムや自動申道の建設などの開発寧菜の進行によ
ってその行動城に変化がみられ.それとともにサ
